
 
平成 28 年 3 月 8 日 

ＤＡＲＡＺコミュニティ放送 第 32 回番組審議会議事録 

株式会社ＤＡＲＡＺコミュニティ放送 

 

１．開催年月日  平成 28 年 3 月 8 日（火）16:00～17:00 

 

２．場所     鳥取県米子市法勝寺町 70 番地 

         DARAZ CREATE BOX 2 階会議室 

 

３．出席状況   総委員数   5 名 

         出席委員数  3 名 

         欠席委員数  3 名 

         出席委員の氏名  本城祐子 委員 

                  石賀治彦 委員 

                  恩田   委員 

         放送事業者側出席者名 

                  代表取締役社長  冨田寛 

                  番組制作業務部  永富久之 

                   

４．議題 

○ 番組についての審議 

 

５．審議の内容 

① 番組についての主な意見 

○番組名 英会話タイムライフ presents Mr.DICK 白土  Special Program 

放送時間 毎月第１月曜日 15：00-15：30 

出演 Mr.DICK 白土（英会話タイムライフ校長 白土茂幸）・Mai 

 

＜石賀委員＞ 

 白土先生の日本語解説の発音が聞きづらい 

 子どものスピーチ、上手で聞きやすい 

 親は教室に興味を持つ 

 もっと英会話教室のことを話してもいいのでは 

 Mai さん話が上手 

 

＜恩田委員＞ 

 題名から英語中心の難しい内容かと思った 

 トーク中心だったので聞き入りやすかった 

 英語に対する親しみがわく 

 



 
＜本城委員＞ 

 英会話教室の宣伝番組であれば、もっと宣伝してもいいのでは 

 二つの事例構成は分かりやすい 

 白土先生のカタコトの日本語、説明が分かりにくい 

 Mai さんが上手くフォローしている 

 途中流れる曲に一体感がなく、そこで途切れてしまった感がある 

 

○ 番組名 読めない女と読みすぎる女 

放送時間 毎週水曜日 13:00～13：30 

出演 橋原喜代・二宮由美 

 

＜恩田委員＞ 

 題名からどんな内容の番組だろうと思った 

 同じフレーズでも、アクセントや感情等変えると意味合いも変わる話は楽

しめた 

 放送時間と番組内容が合っている。心地いい時間 

 

＜石賀委員＞ 

 個人的には朗読だけの方が好き 

 朗読のノウハウについての話しもあったがノウハウはいろいろあると思う 

 日曜名作座のように、1冊の本を読み終える本格的な朗読番組でも 

いいのでは 

 朗読は奥が深い 

 

＜恩田委員＞ 

 ストライクゾーンが狭いように感じる 

 どの世代をターゲットにしているのか 

 前半のレクチャーは朗読というより演劇 

 題材になる本を知らない人は後半だけでは理解しにくい 

 前半はレクチャーより題材になる本の背景等を紹介した方がいいのでは 

 

６．審議機関の答申、または改善意見に対してとった措置 

    特になし 

 

７．審議機関の答申、または意見の概要公表 

    事務所に備え置き  平成 28 年 4 月 2 日 

    ホームページに掲示 平成 28 年 4 月 2 日 

 

８．その他の参考事項 

    特になし 


